
※離婚調停や円満調整の調停と同時に申し立てる場合は，番号３の記入は必要ありません。記載例

【申立人用】

  この書類は，申立ての内容に関する事項を記入していただくものです。あてはまる事項にチェック
 をつけ(いくつでも可)，空欄には自由に記入して，申立ての際に提出してください。
　なお，この書類は，相手方には送付しませんが，相手方から申請があれば，閲覧やコピーが許可

 されることがあります。

□　ある。     （□平成/□令和）　　年　　月頃　　　　　　家裁　　　　支部

　　□今も続いている。 申立人の氏名　　　　　　　　　　

　　□すでに終わった。 事件番号　（□平成/□令和）　　年（家　）第　　　　号

☑　ない。

□支払 / □減額 / □増額すること及びその支払額についても了解している。

□支払 / □減額 / □増額することは了解しているが，その額について争いがある。

□支払 / □減額 / □増額することを了承しない。

☑わからない。

●●●● ● 子 小学生

●●●● ● 子 幼稚園

●●●● ●● 母 パート

職業　□会社員　□パート　□アルバイト 職業　☑会社員　□パート　□アルバイト

□自営　□その他（　　　　　　） □自営　□その他（　　　　　　）

☑無職 □無職　□不明

勤務先（ ） 勤務先（ ●●株式会社 ）

月収（手取り）　約　　  　　　　　万円 月収（手取り）　約　　　  　●●　万円

賞与（年　回）計約　　　  　　　　万円 賞与（年２回）計約　　　　●●  　万円

☑実家等の援助を受けている。月 万円 □実家等の援助を受けている。月 万円

□生活保護等を受けている。 月 万円 □生活保護等を受けている。 月 万円

□　自宅 ☑　家族所有 ☑　自宅 □　家族所有

□　賃貸（賃料月額　　　　　　　　円） □　賃貸（賃料月額　　　　　　　　円）

□　その他（　　　　　　　　  　  　） □　その他（　　　    　　　　　　　）

●●●●●●●●

令和　●年　●月　●日

作成者氏名　　●●●●　　　　　　　　　　

２　婚姻費用支払につい
ての相手方の意向につい
て記入してください。

事情説明書（婚姻費用分担）

１　この問題でこれま
でに家庭裁判所で調停
や審判を受けたことが
ありますか。

職業等

相　手　方３　現在の生活状況 申立人（あなた）

(1)　それぞれの同居し
ている家族について記
入してください（本人を
除く。）

氏　名 年齢 続柄

(3)　それぞれの住居の
状況について記入して
ください。

４ この調停を申し立
てた理由などを書いて
ください。

続柄職業等 氏　名 年齢

※あなたが相手方と同居中の
場合は，相手方の氏名等は申
立人欄に記入してください。

(2)　それぞれの職業と
収入について記入して
ください。

作成日付と署名も
お願いします。


